最初に精神病院に放り込まれたのは、'06だったか、、'07だったか、、そのあたりだったと思う。
今ほどはっきりじゃないが、当時はすでに、NT細胞なるモノがあるのかもしれないな、、とは思っていて、精神科医のアプローチは見当はずれである事は分かった。
「足が折れて痛い。」と言う人に、腹を切って盲腸を切除するようなもんだ。治るどころか、痛みも全然消えない。
精神科医の処方する薬は、どうも、脳から全身の運動神経への信号を弱くする。といった感じを受けた。体に力が入らない。、、、、

NT細胞の存在、猿もどきは簡単には受け入れない。オールドタイプの努力なんて、迷路の中、走り回ってかってに疲れてるだけだ。全く意味が無いね。だけど、そんな奴らがNT細胞を持つ奴らを病院に閉じ込めて、訳のわからん薬を飲ましてる。
モルモットに使うならそうすりゃいい。。いくら低脳な猿の集まりでも、連帯感があって、全体として、今なら地球の王だ。。少数のニュータイプでかなうもんじゃない。だけどそれはいつか、逆転するぞ。その時まで覚えてろ、俺を精神病院に閉じ込めた事を。。
滅亡させてやる。
俺だけじゃない、将来的にそういう考えに至る可能性を持つ、今も病院に閉じ込められたままの、ニュータイプが、、、
その中に必ず、俺をはるかに超えるような人形使いが、何人か、、
今は、可能性を持っているだけで良い。。。
いつか、そいつらとともに、終わりの鐘を鳴らしてやる。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
道に障害物Aがある。
その向こうにある地点Xに行かなければならない。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害物A（高さ150㎝）

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点X


普通に歩いたのでは引っ掛かる。
　Aの手前で膝を折り、一気に伸ばすことでAを飛び越えなければならない。

　体の動かし方を知らなければ、この程度の障害物も超える事が出来ない。
　ちょっと無茶苦茶な話だが、、それでも、無茶苦茶だと思わないでほしい。
　「やり方さえ分かれば、不可能は無い。」と。。

　言いたいのは、昔見たテレビ、「タイムマシーンはドラム式」って奴の話。
　広末良子と上田教授が出てた、、、と思う。。
　初期の喧嘩だな。。TとAの。。

いきなり、、めんどくさくなってきた。。。

USBにあったはずだけど、
　この話

＜神童への課題１７＞
ドイツのフランクフルト高校の1年生が、男二人女二人の四人で、公園にバーベキューに来ていた。
一通り食べ終わった頃、リンツと言う男が、「諸君、聞いてくれ。」と言った。
「この鉄板だが、一見、どこにも穴が無い。しかし、よく考えてみてくれ。これを機械で圧縮すると、どれほど小さくなると思う？隙間があるから、圧縮できるのだ。」と、
ソーセージをつまみあげて、「これも同じく、隙間だらけだ。よく見れば、ゲートがいつも開いている事が分かる。」と言って、ソーセージを放すと、ソーセージは鉄板をすり抜けて、地面の上にぽとりと落ちた。
残りの三人が唖然 (あぜん)としていると、リンツは後向けにばたりと倒れて、痙攣 (けいれん)を始めた。
我に帰った女が、キャーと大声で叫ぶと、その声で男も冷静さを取り戻し、すぐにリンツに駆け寄り、携帯電話で救急車を呼び、「大丈夫か、しっかりしろ。」と、リンツを励ました。一瞬、リンツの痙攣 (けいれん)が止まり、とぎれとぎれに、「できる、はずが、ない。」と、小さく言った後、真っ白の胃液を口から吹き出し、また痙攣 (けいれん)を始めた。

　以上のように例える事が出来る現象は、現代社会で起こりえるか？


、、、、方向を間違ったか、、、長くなりそうだな、、、


僕の使う「空間」と言う言葉は二種類ある。
　一つは、二股の連続解でつかう空間。これをとりあえず、「T空間」と呼ぶか、、
　もう一つは、無限反射やモデルA、、それから、アインシュタインがE=MC２の式で使った空間。これを「A空間」と、、とりあえず呼ぶ事にして、、

T空間の方は極大だ。何があっても、絶対に動く事は無い。
A空間は、最小単位と呼んでいる。猿もどきの言葉で言うなら、「量子」だ。







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標地点


目標地点まで歩く時
　　歩けばいいが、、、










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標地点


水が張ってあると、移動に時間がかかる。








　　　　　　　　　地球　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月




例えば、地球と月の間も、水がはってあるように、何か邪魔なモノがある。
　これを取ってやると、移動が速くなる。

全部は無理なので、





　　　　　　　　　地球　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月




空間を限定して、パイプみたいなものを作り、その中だけを、、、無空間（A空間）状態にする。
　瞬間移動だ。
　ちょっと説明が飛んだけど、この通路が、「バベル」だ。

　さて、、モデルAの話、、あれで、宇宙がとんでもなく広い事、、なんとなくイメージできてたら、、めんどくさくなくて助かる。。

例えば、トヨタの工場が日本とアメリカにある。同じ時に、同じ車種が完成したとする。、、、（ハンドルの位置が、、、まあいいや、、）
　同じ時に、違う場所で、原子が同じ並び方をする。
　同配置現象だ。

宇宙の広さなら、地球と同じ、、銀河系と同じ原子の並び方をしているところが、どこかにあるだろう。と考えた。
後は、

　　　　

銀河系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀河系っぽいところ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャンプ
　　　　　　


進路に障害物があると、それとの摩擦により移動物が変異するので、
　障害を全て取り除いて移動する。

　移動先が、1年後の地球とか、5秒後の地球とか、10年前の地球とか、望むところが必ずある。
　タイムスリップが可能な事、、、
　初期の同配置ジャンプだ

バベルの作り方、いろいろ考えたけど、
　




　　　　　　　　　断面図

A空間と言うのは、圧力の元で、それ単体では現象は発生しない。
しかし、何か、、存在だろう。と思った。
　バベルの内側を高速で回転させ、遠心力で弾き飛ばしてやろう。と考えた。








　　　　　　　　　　　　　　　全体



全体の中で、A空間を弾き飛ばして無空間状態を作るとなると、、、、
　押し出そうとしても、外に隙間が無ければ出て行かない。
　なので、


　　　　　　　　　　　　　　　全体
　　　　　　　　　　　　　　



　全体のすべてを押し出して、バベルの通路を作らなければならない。

　これがはたして、、、
　あのドラマの小さな洗濯機、とんでもない力を秘めてたか、、、（^_^）


うぅ、、、めんどくさかった、、、
なんか、もっと簡単に話せる方法、、、、、、
ちょっと寝よ。。。







